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去
る
１
月
13
日
、
阿
南
市
成
人

式
が
行
わ
れ
、
７
８
３
人
の
新
成

人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

私
は
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
を

前
に
し
て
、「
人
生
80
年
を
24
時

間
に
例
え
る
と
、
20
歳
は
朝
６

時
。
や
っ
と
目
覚
め
、
こ
れ
か
ら

身
づ
く
ろ
い
を
整
え
、
一
日
の
活

動
を
始
め
る
た
め
、
気
力
を
高
め

て
い
く
時
機
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
前
途
は
遠
大
に
感
じ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
人
生
80
年
は

２
万
９
２
０
０
日
で
あ
り
、
冷
静

に
考
え
る
と
、
長
い
よ
う
で
短
く

も
感
じ
ら
れ
る
。
生
き
る
こ
と
は

一
日
を
全
う
す
る
こ
と
。
日
々
の

一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
、
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
。」
そ
し

て
、〝
微
笑
め
ば
友
達
が
で
き
る
、

し
か
め
っ
面
を
す
れ
ば
し
わ
が
で

き
る
〟
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
作
家

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
言
葉

を
引
用
し
、「
や
さ
し
さ
、
ほ
ほ

え
み
、
お
も
い
や
り
、
こ
の
３
つ

の
言
葉
を
大
切
に
、
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

20
歳
で
７
３
０
０
日
、
30
歳
で

１
万
９
５
０
日
、
40
歳
で
１
万
４

６
０
０
日
、
50
歳
で
１
万
８
２
５

０
日
、60
歳
で
２
万
１
９
０
０
日
、

70
歳
で
２
万
５
５
５
０
日
、
80
歳

で
２
万
９
２
０
０
日
、
90
歳
で
３

万
２
８
５
０
日
、
１
０
０
歳
で
３

万
６
５
０
０
日
…
。

　
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、

行
か
ふ
年
も
又
旅
人
也
」
松
尾
芭

蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
あ
ま

り
に
有
名
な
序
文
の
一
節
で
す
。

月
日
は
永
遠
の
旅
人
で
あ
り
、
来

て
は
過
ぎ
る
年
も
ま
た
旅
人
の
よ

う
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

芭
蕉
の
１
日
当
た
り
の
歩
数
は

２
万
７
０
０
０
歩
。
１
日
４
万
歩

が
当
時
の
旅
行
者
の
平
均
で
し
た

が
、
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
そ
の
歩
数

は
３
割
ほ
ど
少
な
く
、
ゆ
っ
く
り

歩
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
芭

蕉
は
１
５
０
日
か
け
て
、
６
０
０

里
（
約
２
４
０
０
㌔
）
を
歩
い
た

そ
う
で
す
。

　
「
わ
れ
40
（
歳
）
に
し
て
初
め

て
惑
い
、
50
に
し
て
益
々
惑
い
、

60
に
し
て
惑
い
を
極
め
、
70
に
し

て
惑
い
を
楽
し
み
、
80
に
し
て
惑

い
を
悟
り
、
90
に
し
て
惑
い
を
終

わ
り
、
１
０
０
に
し
て
惑
わ
ず
」

（
創
業
し
た
太
陽
工
業
を
世
界
一

の
テ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
育
て
た
能

村
龍
太
郎
氏
の
言
葉
）

　

平
成
25
年
１
月
16
日
現
在
、
阿

南
市
に
は
、
３
万
６
５
０
０
日

の
人
生
を
極
め
た
人
、
つ
ま
り

１
０
０
歳
以
上
の
方
が
42
人
（
男

性
４
人
、
女
性
38
人
）
お
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
「
今
日
は
残
り
の

人
生
の
最
初
の
日
」
と
思
い
、
充

実
し
た
〝
人
生
と
い
う
旅
〟
を
送

り
た
い
も
の
で
す
。

　
～ 

人
生
80
年
、
２
万
９
２
０
０
日 

～

市
税
お
よ
び
各
種
料
金
の

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税

お
よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済
額

の
早
期
解
消
と
負
担
の
公
平
性
を

図
り
、
累
積
滞
納
額
の
縮
減
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の

日
程
に
よ
り
全
庁
一
斉
徴
収
お
よ

び
口
座
振
替
推
進
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
市
職
員
が
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
市
営
住

宅
使
用
料
、
水
道
料
金
、
下
水
道

使
用
料
等
、
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
、
保
育
料
等
の
一
斉
徴
収

と
、
市
税
の
口
座
振
替
推
進
の
た

め
に
訪
宅
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　
市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口
座

振
替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
口
座
振
替
の
対
象
と
な
る
市
税

は
、
現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　
手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て

い
る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。
な
お
、
申
込
み

時
に
は
、
通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出

印
、
納
税
義
務
者
の
印
鑑
、
納
税

通
知
書
を
金
融
機
関
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月

末
の
納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日

以
降
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

方
は
翌
々
月
末
の
納
期
限
分
か
ら

口
座
振
替
が
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
後
期
高
齢
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料

等
に
も
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
納
税
課
ま
た
は

取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
納
税
課
（
☎
22

‐
１
７
９
２
）
へ

第
21
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時
　
３
月
２
日
㈯
　
午
前
９
時

～
午
後
３
時
（
悪
天
候
時
は
３
日

㈰
に
順
延
）

場
所
　
市
民
会
館
前
駐
車
場

内
容
　
地
元
伝
統
芸
能
、
お
笑
い

笑シ
ョ
ー

タ
イ
ム
、
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

の
演
奏
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
あ
な
ん
丼
、
活
竹
鍋
、
特
産

品
ま
つ
り
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
市
活
竹
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

労
政
課
内
☎
22
‐
３
２
９
０
）
へ


